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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・マットレスの天日干しは天候などの関係で実施できなくなりました。後日予定を連絡します。

・各担当スタッフは10月分のカルテチェックを今月15日までに実施しチェック表に○をつけて下さい。産休で不在になるスタッフの患者様の受け持ちを変更してますので、各自確認してケアプランの立案・カルテチェックをしましょう。

・11/3(土)の昼食のお寿司についてですが、栄養から食券がきています。ピンクのマーカーがついている患者様のみに食券があるので、食事につくスタッフは間違えないようにお願いします。残食の板に挟んであるので確認をして下さい。また、風邪等の場合以外は食事変更ができません。

・11/5･6･7は救急当番の日になっています。

・今週のＳＳＴですが、11/4(日)に全グループ行います。患者様へは紙を貼りお知らせしています。各自確認をして下さい。

・11/1から日勤帯で医療廃棄物の点検(リキャップなど)を行い、病棟日誌に確認をしていきます。

＜患者様連絡事項＞

・田端　テル様～11/7　13:30～17:00までご家族より外出希望あり、許可となっています。

　　　　　　　　外出許可となった事準夜帯でご家族へ連絡しています。

　　　　　　　　面談について：11月の予定が未定の為折り返し、連絡が入ります。

 　　　　　　　インフルエンザ予防接種：階上町の役場に行き、指定外の病院でも1000円で実施できるか確認したが、明確な返事が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　得られていません。

＜川端Ｄｒ診察＞

・井畑　光湖様～他者に対しての恐怖感や、幻聴はないとはっきり話されています。

　　　　　　　　本人より外出したいと訴えあり、主治医より家族が良ければ1泊2日の外

泊も良いと許可出ています。本人から家族へ確認する予定となっていま

す。また、前回と同内容にて臨時薬継続処方となっています。

・佐々木　康子様～今月の採血時、甲状腺の検査も行うと本人へ説明しています。佐藤検査技師には連絡済みです。

・山田　典子様～11/6日の日赤受診した際、今回熱発が有り下熱剤を使用した事と、血圧

高値見られ、高圧剤が増薬している事を伝える様主治医より指示ありま

す。診察時、本人は体調について「大丈夫」と話しています。

前回と同内容にて臨時薬継続処方、以後定期になっています。

＜ＯＴ報告＞

・11/5（月）～12/7（金）において、東北メディカル学院より小村　英之さん（3年）が作業療法実習に来る予定になっています。実習生担当患者様が中森　みや子様となっています。情報収集に来た際、分からない事があったら教えていきましょう。

・寺地　利代子様～作業へは参加されていますが、落ち着きありません。まとまりなくノートへ書きものをされています。本人が作業室へいたいと希望された際にはスタッフ付き添いにて行って頂きたいです。洗剤を持ち歩いていたとの情報提供がありました。見かけた際には介入していくようにしていきましょう。

＜転入患者様＞

・堀越　由紀子様（34）　主病名：アルコール依存症　　任意入院　４３号室

　　　　　　　　　　　　担当医：田名部Ｄｒ

　　　　　　　　　　　　食事：粥食

　初飲は15歳で平成13年頃より飲酒量が増加し、平成15年頃から連続飲酒となる。最終飲酒は平成19年9月25日だが入院後から離脱症状はない。アルコール依存症治療プログラムの際時折、居眠りあるが、参加の拒否はない。

　日中の臥床目立ち、再三の促しに離床出来ず、食事を摂らない事がある。生活リズムを整える様促すが、理由をつけ整える事が出来ずにいる。傾眠傾向は血中アンモニア濃度が高い可能性あり、10月31日採血施行している。

　転入後はアルコール依存症治療プログラムのゼロの会へ取り組んでいる。
本人、携帯を持参しておりスタッフ預かっています。ご家族が面会に来られたら返却をお願いします。

＜今後＞

・病棟の環境に慣れていただける様配慮する。

・アルコール依存症治療プログラムが第Ⅱ期になる為、内観を通し断酒意志を高めて頂く。
